
〒砲 敗 と いう 束 隼 建壌 素 面 におしIて斗 大 き く侭 田 して い 寄 ものと 考 え ､福

山市 の 叫 口 寒 脇 漁 区 を と りあ げ て干拓姓 1.･=取立 す る 廃 業 の概 観 旦鼠 TT,21.し外

し虚 数 の 干 拓が 終っ て ノ♂ 0 年 赴 く 7:-Lつ た 令で 将 ､壊 粥 の漫 歩 と萄 Ll蓋っ て～

あ ま り特 殊 T4巌覚 形 賂 老硬 っ てお らず .文毒針ヱよっ て 温 表 の尊 異 星列挙 LF==

結 果 は な っ た -

牙 2葦 で宙 rあ る姓 方 郡 市 研1.号の 都 市 混 雇 を拡 大 す 亭 ほ つ れ て ､闇貴の療

寒村ど のよう LZ変 化 し こき Ta外 ｣ とい う ラー マ の 登と に ､珂 じ く叫口 泉協 地

区 をと りあ げ て考 察 し了を ,,

農 鴬 立 姓 打 ､LL外 な る 内 容 ､Zお い てで t 都 市 市 場 を経.斉 的 中 一ビヒ Lて壌 現

され ざ る を得 思 し､し ､郡 市 とい う壌 産 物 の 市 場 が 喪 監 物 の 帝給 及 び 価格 の決

定 をZき巾 め て重 要 忠地 吐 乳 占 め てい る こ と は 明 りか そあ る .しか し ､郡 市が

空の 覇辺 の農 政 !三彩 蜜 豆且つ の は ､単 に農 を 物 の 帝給 を塵 Lて だ '弓 で 痘 亀 く.

都市 (ニお い て 産室 Lてい 香 華本 土義 経斉 宙 ､そ の 間iZiの 展 観 に 栗映 して壌寓

の弁 解 乞 促 してい る ｡範 塾 不 足 .短激 不 足 惚 よ って ､鯖 翰 互 出 すと ころ 藷で

Ei-い 外伝カ＼つ な が ､ 出 口 姓_威 匿 お い て tヨ~､登 TiLち Lた ヰ ユ ーネ ン亀 的配 置 星

t二つ て ､郡 市化1,,i_対 応 して きて い る の で 措 置 Ll爪 Y私 日 考 え た .

尚 .寅 鼓虐落 1素地 噂 の婆 叔 乃ヾ､仝 寓杓 に 蕗 んで あ尋 机 .福 山 港 t乞強 いてで

斡 工寒 地 帝饗韻 のた め の 土地 遼 東 工草 が吸_鼠轟 J<7と塞 め ら れ てい る . この埋

立 工等 打 ､唱 和 37等3円 スタ ー ト し ､Lit0 年末よそ に 良 子の 仝 1 穫 互克 て

する 予 定 であ るが ､2 2 ク 石野 ､総 肇嘗 骨 /5:o 穂 円 とい う 大数噴 怒も の で･

あ a o ∈1本 鋼 密慈 山 製鉄 所 の酪 奴が 決 定 Lて い :呑OLl､これ L-iJ リ ､遠 山市 の

溜 泉 へ の大 き 竃菟 贋 伊 予硬 さ 叶しる ｡

ド

責華同県榛原郡川根町に於 ける茶業の地

理学的考察｣

壕 千 里

誇i魯地域 Lコ､東 海寵 綴 金 谷 駅 よ り ､大 坪 吊 鉄寵 で 30 分 雀 の 大 和 11や寵 に

転置 す る磯 原 邸 日額 町 二堅す る ｡蘇ら 山 晩 は ､束石 亀 を 主峰 ､とし ､先 々喪 cr

リ勘 マ苛 に足 って 日るが ､鞠拳壮成 Llその 傘確 乞 う けて ､通 草 2% ､本 田

a/タ d/C､地域 中 の88 C/P息 山 地が 占 め てLl石 山 顧敗帝 でみ る .地形 の執 甑 上

よ り ､簡 閲卑下 で＼Qi牽 家 康 象 草 笛鹿 め て低 く ､山林 業 五 泉 業 とす る牙 /藤 ､

牙Z確 執貰 魔 家 が 多 い }耕地 面 積 だ於 ける 登 介 比 は ､ 7Klヨ ノ3,∠% ､惑 遠 海

Z∫C/O､茶 園 d♂a/Oで､あ り ､東 萩癌牽象翠が 90 % 以 上 G7)萄寒 的茶 蘇涛 敗 壊
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こい え る U 東 栄 歎 賓大 草 (,)山 私 立 三 沢 超 ､静 怒3乗 の 寮 歌 島 地 好 鼠嘗 賓 ユ 場卑

生窯 賃率 ､茶 塩牽 きこ塞 い て 与つ の P イ 70号こか づ てい る かL､この分 璃 喜二従 尭好､

萄 垂 姓 麟 ≡霊 r~山 覇絶 域 の凍 寒｣ きこ環 する地 域 で ､小 域 感 短 工宴 場 味 生 産 地 帝

といれ 机 てい る ･ 空 二 で ､論 文 担智 弁の 巽 東外 で あ ると .私 党の 哨 よ ろ しく

論 文 とLlう ま リセ ､山 本 氏 のい くつ 外 の論 文 去 参 考!こ ､敷 地鞠 塾 互 選 じて ､

山 姓 型茶 寛 の池 車 ､性 の 乾 瓢 去Tがd＼つ てみ る こと rLLT:-i aL外 し .鞘 発 癌 の 移

私 宅二整準 し ､執 閣 で きる 貨 額 が篭 ん ど 巧小 つ Tzこ と _ アン)7 - ト屠 収 が､寒 林

つそ こ ヒ iニIirlJえ ､定､渡 が纏 犠｢こ不 便 であ っ Trこと 担 全̀ くの ハ ン デ ,i奉や ､ソー7 C,

i-怒 り額_め て不 本藩 包閣 塵 に riっ て しま つ r-L O

眉 横町 Lz,於 け る 終演 鹿 追 甘 . 木 耳 叫数 珠 の 川 梶 地 方 cjI爽適 的 特 色 を 額し ､

漆へ の 依 存 要目孟上流 d)山 覇改 野 に 進 む 搾 ビ 大 き くrAる qこ 沢 官 ､野 地 萄親 の

戴 少 胤 と ､茶 畢癌 の 自然 寮 軒 ヱよ る 史の で＼あ るが ､珂 環 礁 薗 肩 ､rSl一敗 威

内の 森旅 所 雪 面 穣 塊 横 lニ蜜 が あ る 部 落 句 lこせみ ら れ る bL′1＼し東 田 感 歎 塞 哲

治 に 揖屋 る 12 乾らす､､普魂 鳩 叉 色 絵 隼 物 .芝目的t L7I-i,モ d)で＼塾 リ ､茶 lErこれ

ら触 感 の喰 ･一･の農 鴬 現 金 収 入 が あ る ので ､蕪庖 淳一の腱 立教塞 甘木 さい t:し＼老_杏 ,I

懲 電 刺 の依 毎 夜 亡覇 して E3-､上 ､呼 .下層 車 ､中層 喪 家 に於 7-審 収入 の 虹率

が叢 で惑 い が ､ニyLEi下 層 で､ぼ 蕪 蘭 画 頑 が 少＼く ､来 賓 収入 の 重り る 叱室 が 落

し､こと G 5(､上 層 で､E;株 軍 収 入 甘 適 地 し ､茶収 入 G7)放 任 がや や 低 下 守 る 机ら

で＼あ る ｡

この 池 l̂L於 再 る 耗雛 鳥 の r蛍農 古 く ､記 銘 で､ぼ=/r戸 疎代 手ILiご朴 C)ぼ､る こと

が 混 糸 章が 画境 的 な 私 大 にil.婁疲 る年 の 鶴 来南濃 に強 まっ て乞もので＼あ る IJ 輸

出 貿 易の濃 東 と 射 二､綿 -Ii=3～ 大 正 晴 やい之わ T;-Lつ て ､終 結 ､ t̂ 覚 ､あ 泊 等 の線

紋 ､苧 環 性 と つ てべ っ T-Lが ､昭 和 以 前 1=厳 寒 経 営 車 ぼ 於 け る鼻 柱 の地 建 は-葺意

思凌 生 霊机 でLITrl.右 泉よ り 叫 頓 洛 t株 して ､患 納本 の鬼プ声ザ 高 か r r?.が ､

二の 葬 儀 屋 ､喝嵩 の全 転 豹 短観 観温 造 席代 こ 葱入 り饗 宴 から 青蓮 華 宴 へ の駄

硬 で 襲 f誓 抱 等 が 朴 か つ r27-Lj7＼し ､その 職 歴 は 宙 ､優 寄 藤 生 蚤 こ塞 す る 包 鶏

範一件 が あ り ､毅 寒 ブ7ヾ生 賓 の 庫 ぢ 味 を.嚢 勉 に 発 嘩 し た こと ば ､蜜 蜜芯 要 因 で塾

-=LLそ ,J郡ち ､家 島 家件 と し この ､土壌 ､乳温 .卑水､妃癌 専平 壌の 品 項妻左石
する嘗 ･,t恵 要素 で あ っ T-Jt思 われ る こと 超 杏定 出来 竃 い G白熱 家宵 と 共 に ､

他 方 ､像 帯 茶 生を ヒ対す る 息 純 的 萄 机 J .-審 蛋弼 鯨 であ る包 恩恵製 へ うづ

っ車 齢 て い る ｡ 牽 畳的 境 南 の 味 の 磯 や ､葛 士 の 賂 iニ比 較 す る t:.､賂報 敬 に二組

一･ttL==/i_n愚 が 払 われ ､破 格 鮒 T;3茶 鹿 が､象られ る ,.袈!塾 敗 線 内で 埼 rLJI/:よ っ て t式敷

象 鶴 巻 ¥行 ra折 れ てい るが . これ 聖 零別 的 ミニ琴 南 露包 敏 和 箆と 寄 LL膏 のそ､

あ る _
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今 日 こ,i)牝 蛾 idl垂め て S孟乙左と で 安定 的 海養 生 を 姪 艶 で,勧 為や､､取落す こと

0)出 禾 思 い - 方の 要 堅いこ質 素 と して J)林 寒 の頒 軌 が上 げ ら れ る .終 着指 名鶴
C)観 画 期 に 朽 raの 机 る tの であ る が ､耕 地 簡 嶺 の凍 少舷か ら終 収入 のみ L乞私

産出 来 伝 い ニC)放 歌 t=於 て t 畠 営林 葛 ､密 Gf､森 紙 背稀 へ の従 萄 IZよっ て ､

簸摩 収入 宣 覇 う 上 !=首線 め て 覇利 匂 索 葦 であ っ 1e_現 在 ､萄 呑 吐 嫁 は 7K田所

額 ､北 軒 額 の 2部 落 落 の 9イア 反命 flu･t希か ､一 報 約 に熊本 屯所 簡 型の漆 艶

十尊 重 鳩 十森 林 cT)郁 蒜 の才73tp鴻 費 tFI葛 か 潅凝 で あ るが ､ これ EI､この憩 の輝

落t=嘉＼て 山妹 第 0)臆 び つ き が よ り大 であ る仇らと尽ぬれ る ｡

即 ち ､田鹿 味に 虹 柊 製 造 へ V)よ り集 約 的 労的桟下 林t可 能 で･勿 る と 同時 Iz､

襲固 執 tこtFd､森林 印 句 餐 象 13.､森礁 残 伐 竣 綜 LLLた け敦 盛 常 に 鑑 事 し ､下 葛

篭家 に 於 て 肖 上唇 尊 家 へ の 労 11jプ]碇 供 と い う組 み 合 わ せ で よ り 多 くの収入 が

得 られ るfJ＼らであ る .この 特 色 昏 一色 を 転 ず れ ば∴ との 毒舌笥 奄牡 錬t 他 姓

頚､の軒 係 ヒあて は ま る tの で･､轟 東 経 腎 と山 林寓 の 結 合 tn堅 実 性 を物培 って

し､る よう こ ,a安け ちれ るの でtあ る .

綻び と して ,鞄 登竜 の虐 佃 傾 向 tl乞あ る _令 日の 目 革 の寒 村 池 簡 1-L叱戴 し ､

なお 一層 森寒 へ の習 ijが払 われ ､策 窯 撮 興 を計 る町 の基 本 計 画 l之 ､ 川 磯 野4)

敗 療性 が 量 る C)で4'な し＼わ＼と容 L=tそい る次 牙で ある ｡

高原火LLの地形と¥の農業土地利用

頒 山 恵 子

戦 硬食 料 感 を ､曜 輿 蚤八 東 希 のT-.め l二 .日 本の萌 ち こ ち で南 拓 伊l行 的irlた｡

入癒 して /ぎ孝の 経 遁 と とも l,L ､黄 直 で は それ ぞ れ そ の姓 埼 J二台 つTpi農業形

賂 51希 し てい る D この 壌紫 経 営 し軽業 土地利 勘 ) (7)変 化 は何 !ヱよっ て乾 く気

配 二叱 ､杉 響 され て いる の 乃＼としLう守 に 桝壇 を しぼ勺 ､-軒抱 地{J7)桝と して

砺 水東CJ寄 原 火山 マ硬 の入植 姓 を第 番 した ク

拍 聖杷 珠 日 ､萌 札 束 ,n北 郷 に也 置 し ､喝観 夕 gy〝/fe､ 直径 絹 /夕 /{jJtのyL(也
であ り. その条例･ニ珊癖 萄 沃地 /It"鱗 寝 し -tLlる _

〔rJ酪 痛 風 )

高 額 火 山 店塵 取 火 山 ､商 常 火 山 の 衝 ､穴山が 籍 ､ゝl各 -･し て洋 子 大山 を咋っ

てし､る 円 捜火 山 で ある Qこの 米山 -3牙5紀 層の 墓艶 の彪 廉 iこぞっ て噴現

した t の ぞ .沫 嶺 吐 平曲 TLj L＼し糸 鋸 に 形,'玖 され た tの と施 定 ±ilLる _ 二の

穴 山 乞牙 ヨ聖二菅 の漣波 ､蔑 常 犬 山 ､高 琴犬山 ､溶 岩衆 の鮭 硬 膏 ､賂 老 及び

火山 碑 喝 物 の 台 地 ､浮も 風 の尭 夜 ､野 生火 山 ､疎 斜 路 ､河琴･晩 生 ､谷泰平
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